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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外枠内に弾性的に吊支した外槽と、回転中心軸を略鉛直方向に有し前記外槽内に回転自
在に支持し洗濯物を収容する内槽と、前記内槽の内底部に回転自在に設けた回転翼と、前
記内槽または回転翼を駆動する駆動手段と、前記内槽内に送風する送風手段と、前記送風
手段により送風される空気を加熱する加熱手段と、前記外枠上部のほぼ全体を覆うととも
に前記送風手段と前記加熱手段とを内設する筐体と、前記外枠内に収納して熱交換器を有
し前記送風手段による温風を循環させる温風循環経路と、前記駆動手段、送風手段、加熱
手段などの動作を制御し、洗い、すすぎ、脱水、乾燥などの行程を制御する制御手段とを
備え、前記外枠と前記筐体とは着脱可能に構成し、前記温風循環経路は上部経路と下部経
路とを有し、前記上部経路は一端を前記送風手段に気密に固着して前記筐体に取り付け、
前記下部経路は一端を前記熱交換器に気密に固着して前記外枠に取り付け、前記上部経路
と下部経路の各々の他端部を弾性体を介して気密に係着固定した洗濯乾燥機。
【請求項２】
　上部経路の端部に全周に凸部を設け、下部経路の端部に弾性体を収納した凹部を設け、
前記凸部を前記弾性体に圧接した請求項１記載の洗濯乾燥機。
【請求項３】
　上部経路の端部近傍の外周に係止部を設け、下部経路の端部外周に前記係止部を係止す
る被係止部を設け、前記上部経路と前記下部経路を係着固定した請求項１記載の洗濯乾燥
機。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、内槽内に温風を送風して洗濯物を乾燥させる行程を有し、洗濯から乾燥まで
を一貫して実施できる洗濯乾燥機に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、この種の洗濯乾燥機は図３に示すように構成していた。以下、その構成について
説明する。
【０００３】
　図３に示すように、外枠１は、内部に複数のサスペンション２によって弾性的に吊り下
げた外槽３を設け、脱水時の振動をサスペンション２によって吸収する構成としている。
外槽３の内部には、洗濯物および乾燥対象物を収容する内槽４を中空で２重構造とした洗
濯・脱水軸５を中心に回転自在に配設し、内槽４の内底部に洗濯物や乾燥対象物を撹拌す
る回転翼６を回転自在に配設している。回転翼６は外周が傾斜面形状の鍋型に形成してい
る。
【０００４】
　また、内槽４の内部周壁には小孔（図示せず）を多数設けるとともに、上方には流体バ
ランサ７を設けている。モータ（駆動手段）８は、外槽３の底部に取り付け、洗濯または
脱水時に回転力の伝達を洗濯・脱水軸５に切り換えるクラッチ９と洗濯・脱水軸５を介し
て、内槽４または回転翼６に連結している。
【０００５】
　熱交換器１０は、循環する湿った温風を除湿するもので、外枠１内に配設し、一端を外
槽３の下部に設けた排水口１１に接続するとともに、他端を循環経路１２を介して乾燥用
送風機１３の一端に接続している。乾燥用送風機１３の他端は、加熱手段であるヒータ１
４を有する温風供給路１５に接続し、上部蛇腹状ホース１６を通って、内槽４へ繋がり循
環する温風循環経路１７を構成している。
【０００６】
　外槽３には、外槽３の上面を気密的に覆う外槽カバー１８を設けており、この外槽カバ
ー１８に伸縮自在の上部蛇腹状ホース１６からの温風噴出孔１９を開口している。さらに
、外槽カバー１８に中蓋２０を開閉自在に設け、衣類を出し入れするようにしている。
【０００７】
　筐体２１は外枠１の上部を覆うもので、開閉蓋２２を開閉自在に有し、制御装置（制御
手段）２３、給水弁２４、乾燥用送風機１３およびヒータ１４を内設している。ここで、
循環経路１２は外枠１と筐体２１にまたがり、熱交換器１０と乾燥用送風機１３とに気密
に接続された構成をとっている。また、外槽３の底部に外槽３内に水を排水する排水弁２
５を設けている。冷却用送風機（冷却送風手段）２６は、外枠１の側面に取り付け、外枠
１の内部に外部から冷却風を導入し、外槽３、熱交換器１０などを冷却するように構成し
ている。
【０００８】
　制御装置２３は、モータ８、クラッチ９、乾燥用送風機１３、ヒータ１４、給水弁２４
、排水弁２５、冷却用送風機２６などの動作を制御し、洗い、すすぎ、脱水、乾燥の各行
程を制御するよう構成している。
【０００９】
　上記構成において動作を説明する。洗い行程では、開閉蓋２２と中蓋２０を開けて、内
槽４に洗濯物と洗剤を投入し、運転を開始すると所定の水位まで給水した後、モータ８を
駆動する。このとき、伝達機構部のクラッチ９によりモータ８の動力を洗濯軸を介して回
転翼６に伝達し、回転翼６が回転することで、洗濯物を撹拌して、洗濯物同士、または内
槽４の内壁や回転翼６との接触により作用する機械力と、水流力により行われる。
【００１０】
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　脱水行程では、洗濯終了後、排水弁２５を開いて内槽４内の水を排水ホース２７より排
水した後、伝達機構部のクラッチ９を脱水側に切り換えて、モータ８の動力を脱水軸を介
し内槽４に伝達して回転させ、洗濯物に遠心力を与えることにより、水分を洗濯物から分
離することで行う。
【００１１】
　乾燥行程では、クラッチ９を洗濯側に切り換えてモータ８を駆動して回転翼６に伝達し
、回転翼６を急速に正転、反転することで、脱水後に内槽４の内壁に張り付いた洗濯物を
引き剥がす。つぎに、回転翼６を正転、反転させて洗濯物を引っかけて撹拌しながら、乾
燥用送風機１３とヒータ１４とにより温風を温風噴出口１９に送る。温風噴出口１９より
内槽４に吹き込まれた温風は、洗濯物から水分を蒸発させた後、内槽４から外槽３の内側
へ出た後、熱交換器１０へ至る。
【００１２】
　洗濯物の水分を奪って湿気を含んだ温風が、外槽３の内壁や熱交換器１０内を通過して
いるとき、外枠１の側面に設置した冷却用送風機２６による外部空気の流入で、外槽３や
熱交換器１０の外壁は冷却されることになり、湿った空気の水分はその内壁に結露し、温
風は除湿、冷却され、乾燥用送風機１３へと戻る。外槽３の内壁に結露した水分は、排水
弁２５を通過して、熱交換器１０の内壁に結露した水分とともに排水ホース２７より排出
される。
【００１３】
　このように、温風循環経路１７で温風を循環させることにより、内槽４内の乾燥対象物
を乾燥させることができる。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、このような従来の構成では、循環経路１２が外枠１と筐体２１にまたが
り、熱交換器１０と乾燥用送風機１３とに接続された構成をとっているため、機体の荷扱
い時に機体を落下させたり、外力等の衝撃が機体に加わった場合、外枠１の歪や筐体２１
の衝撃で熱交換器１０と乾燥用送風機１３の接続部が気密性を確保できなくなり、衣類乾
燥が不充分となったり、乾燥時間が長くなるという問題を有していた。
【００１５】
　本発明は上記課題を解決するもので、荷扱い時に機体に外力等加わっても、温風循環経
路の気密性の低下を防止し、信頼性を向上することを目的としている。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
　本発明は上記目的を達成するために、外枠内に弾性的に吊支した外槽内に、回転中心軸
を略鉛直方向に有し洗濯物を収容する内槽を回転自在に支持し、内槽の内底部に回転翼を
回転自在に設け、内槽または回転翼を駆動手段により駆動し、加熱手段により加熱された
温風を送風手段により内槽内に送風し、外枠上部のほぼ全体を覆う筐体に送風手段と加熱
手段とを内設し、外枠内に熱交換器を有し送風手段による温風を循環させる温風循環経路
を収納し、制御手段により駆動手段、送風手段、加熱手段などの動作を制御し、洗い、す
すぎ、脱水、乾燥などの行程を制御するよう構成し、外枠と筐体とは着脱可能に構成し、
温風循環経路は上部経路と下部経路とを有し、上部経路は一端を送風手段に気密に固着し
て筐体に取り付け、下部経路は一端を熱交換器に気密に固着して外枠に取り付け、上部経
路と下部経路の各々の他端部を弾性体を介して気密に係着固定したものである。
【００１７】
　これにより、荷扱い時に機体に外力等加わっても、温風循環経路の気密性の低下を防止
することができ、信頼性を向上することができる。
【００１８】
【発明の実施の形態】
　本発明の請求項１に記載の発明は、外枠内に弾性的に吊支した外槽と、回転中心軸を略
鉛直方向に有し前記外槽内に回転自在に支持し洗濯物を収容する内槽と、前記内槽の内底



(4) JP 4635394 B2 2011.2.23

10

20

30

40

50

部に回転自在に設けた回転翼と、前記内槽または回転翼を駆動する駆動手段と、前記内槽
内に送風する送風手段と、前記送風手段により送風される空気を加熱する加熱手段と、前
記外枠上部のほぼ全体を覆うとともに前記送風手段と前記加熱手段とを内設する筐体と、
前記外枠内に収納して熱交換器を有し前記送風手段による温風を循環させる温風循環経路
と、前記駆動手段、送風手段、加熱手段などの動作を制御し、洗い、すすぎ、脱水、乾燥
などの行程を制御する制御手段とを備え、前記外枠と前記筐体とは着脱可能に構成し、前
記温風循環経路は上部経路と下部経路とを有し、前記上部経路は一端を前記送風手段に気
密に固着して前記筐体に取り付け、前記下部経路は一端を前記熱交換器に気密に固着して
前記外枠に取り付け、前記上部経路と下部経路の各々の他端部を弾性体を介して気密に係
着固定したものであり、温風循環経路を構成する上部経路と下部経路とをそれぞれ筐体側
と外枠側とに分けて気密に固定しているため、荷扱い時に機体に外力等加わっても、温風
循環経路の接続部に加わる衝撃を分散させることができ、温風循環経路の気密性の低下を
防止することができ、補修性、信頼性を向上することができる。
【００１９】
　請求項２に記載の発明は、上記請求項１に記載の発明において、上部経路の端部に全周
に凸部を設け、下部経路の端部に弾性体を収納した凹部を設け、前記凸部を前記弾性体に
圧接したものであり、上部経路と下部経路とを弾性体を介して接続できて、温風循環経路
の接続部に加わる衝撃を緩和させることができ、温風循環経路の気密性の低下を防止する
ことができる。
【００２０】
　請求項３に記載の発明は、上記請求項１に記載の発明において、上部経路の端部近傍の
外周に係止部を設け、下部経路の端部外周に前記係止部を係止する被係止部を設け、前記
上部経路と前記下部経路を係着固定したものであり、温風循環経路の気密性を確保しつつ
補修性、組み立て性を向上することができる。
【００２１】
【実施例】
　以下、本発明の一実施例について、図面を参照しながら説明する。なお、従来例と同じ
構成のものは同一符号を付して説明を省略する。
【００２２】
　図１および図２に示すように、温風循環経路２８は、ヒータ（加熱手段）１４により加
熱され、乾燥用送風機（送風手段）１３により内槽４内の吹き込まれた温風を熱交換器１
０を通して循環させるもので、下部経路２９と上部経路３０とを有し、温風循環経路２８
を構成する熱交換器１０の上部を、下部経路２９、上部経路３０、乾燥用送風機１３の順
に気密に接続し、熱交換器１０の入口側に設けた排水口１１に接続した排水弁２５を開く
ことにより、温風循環経路２８を循環する温風を排出するよう構成している。
【００２３】
　ここで、下部経路２９は、下端を外枠１の内部で熱交換器１０の上端に気密に固着して
外枠１に取り付け、上端に凹部３１を全周に設けて弾性体（シリコンパッキン）３２を嵌
め込むとともに一部を延長して延設部３３を設け、この延設部３３に穴（被係止部）３４
を形設している。一方、上部経路３０は、上端を筐体２１内で乾燥用送風機１３に気密に
固着して筐体２１に取り付け、下端に弾性体３２と圧設するように全周に凸部３５を設け
るとともに、穴３４に対応する胴部に爪部（係止部）３６を形設している。
【００２４】
　これにより、外枠１と筐体２１とをねじ３７等で固着するのとほぼ同時に、下部経路２
９と上部経路３０を気密に係着固定するよう構成している。他の構成は従来例と同じであ
る。
【００２５】
　上記構成において動作を説明する。なお、洗い行程から乾燥行程の基本的な動作は従来
例の動作と同じであるので説明を省略する。
【００２６】
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　御封循環経路２８は、外枠１に取り付けた下部経路２９と、筐体２１に取り付けた上部
経路３０とに分割させているため、機体を完全に組み上げる前に、外枠１に下部経路２９
を取り付けた外枠ユニットおよび筐体２１に上部経路３０を取り付けた筐体ユニットとし
て、各々で気密性検査を実施することができ、温風循環経路２８の接合部の気密性の信頼
性を高めることができる。
【００２７】
　また、万一、運搬、設置等の荷扱いで、機体落下等の機体に衝撃が加わるような場合、
下部経路２９と上部経路３０に分割して弾性体３２を介して接合しているため、外枠１の
歪、あるいは筐体２１に加わる外力を分散させることができるとともに衝撃を吸収し、温
風循環経路２８の接合部の気密性の低下を防止でき、信頼性を高めることができる。
【００２８】
　加えて、上部経路３０の爪部３６は下部経路２９の穴３４に係着固定しているため、内
槽３の交換等の補修時は、爪部３６を穴３４から外し、ねじ３７を外すことで、筐体ユニ
ットを下部の外枠ユニットより容易に外すことができ、補修作業性を向上することができ
る。
【００２９】
　なお、本実施例では、下部経路２９の先端に凹部３１を設けて弾性体３２を嵌め込み、
上部経路３０の先端に凸部３５を設けて弾性体３２に圧接させるよう構成しているが、上
部経路３０の先端に凹部を設けて弾性体３２を嵌め込み、下部経路２９の先端に凸部を設
けて弾性体３２に圧接させるよう構成しても同様の効果が得られることはいうまでもない
。
【００３０】
　また、本実施例では、下部経路２９に延設部３３を設けてこの延設部３３に穴（被係止
部）３４を形設し、上部経路３０に穴３４に対応する爪部（係止部）３６を設けて下部経
路２９と上部経路３０を係着固定するよう構成しているが、上部経路３０に延設部３３を
設けてこの延設部３３に穴（被係止部）３４を形設し、下部経路２９に穴３４に対応する
爪部（係止部）３６を設けて下部経路２９と上部経路３０を係着固定するよう構成しても
同様の効果が得られることはいうまでもない。
【００３１】
【発明の効果】
　以上のように本発明の請求項１に記載の発明によれば、外枠内に弾性的に吊支した外槽
と、回転中心軸を略鉛直方向に有し前記外槽内に回転自在に支持し洗濯物を収容する内槽
と、前記内槽の内底部に回転自在に設けた回転翼と、前記内槽または回転翼を駆動する駆
動手段と、前記内槽内に送風する送風手段と、前記送風手段により送風される空気を加熱
する加熱手段と、前記外枠上部のほぼ全体を覆うとともに前記送風手段と前記加熱手段と
を内設する筐体と、前記外枠内に収納して熱交換器を有し前記送風手段による温風を循環
させる温風循環経路と、前記駆動手段、送風手段、加熱手段などの動作を制御し、洗い、
すすぎ、脱水、乾燥などの行程を制御する制御手段とを備え、前記外枠と前記筐体とは着
脱可能に構成し、前記温風循環経路は上部経路と下部経路とを有し、前記上部経路は一端
を前記送風手段に気密に固着して前記筐体に取り付け、前記下部経路は一端を前記熱交換
器に気密に固着して前記外枠に取り付け、前記上部経路と下部経路の各々の他端部を弾性
体を介して気密に係着固定したから、温風循環経路を構成する上部経路と下部経路とをそ
れぞれ筐体側と外枠側とに分けて気密に固定しているため、荷扱い時に機体に外力等加わ
っても、温風循環経路の接続部に加わる衝撃を分散させることができ、温風循環経路の気
密性の低下を防止することができ、補修性、信頼性を向上することができる。
【００３２】
　また、請求項２に記載の発明によれば、上部経路の端部に全周に凸部を設け、下部経路
の端部に弾性体を収納した凹部を設け、前記凸部を前記弾性体に圧接したから、上部経路
と下部経路とを弾性体を介して接続できて、温風循環経路の接続部に加わる衝撃を緩和さ
せることができ、温風循環経路の気密性の低下を防止することができる。
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【００３３】
　また、請求項３に記載の発明によれば、上部経路の端部近傍の外周に係止部を設け、下
部経路の端部外周に前記係止部を係止する被係止部を設け、前記上部経路と前記下部経路
を係着固定したから、温風循環経路の気密性を確保しつつ補修性、組み立て性を向上する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施例の洗濯乾燥機の断面図
【図２】　同洗濯乾燥機の要部拡大断面図
【図３】　従来の洗濯乾燥機の断面図
【符号の説明】
　１　外枠
　３　外槽
　４　内槽
　６　回転翼
　８　モータ（駆動手段）
　１０　熱交換器
　１３　乾燥用送風機（送風手段）
　１４　ヒータ（加熱手段）
　２１　筐体
　２３　制御装置（制御手段）
　２６　冷却用送風機（冷却送風手段）
　２８　温風循環経路
　２９　下部経路
　３０　上部経路

【図１】 【図２】
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